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みんなで支える60周年をイメージ
提案者　ロゴマーク＝要英彰さん（古野町）

◎記念事業アイデア

◎ロゴマーク・キャッチフレーズ

まちの財産を生かす
河内長野市を中心とする大阪南東部の緑豊かな山麓エ
リア「奥河内」。市では、都心近くにありながら豊か
な自然に囲まれた環境をアピールするため、「ちかく
て、ふかい　奥河内」をキャッチフレーズに、イメー
ジを積極的に発信し、観光事業など様々な取り組みを
展開しています。

まちの財産を育む
平成 22 年３月、大阪一の教育都市を目指し、教育立市
を宣言しました。市では現在、教育を市の発展とまち
づくりの柱とし、教育の旗印として「子育てのまち」「教
育のまち」「文化財のまち」「読書のまち」「生涯学習の
まち」の５つの目標を掲げ、取り組みを進めています。
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市制60周年をともに祝おう
～市制施行 60周年記念事業が決定～

市の歩みを振り返り、さらなる発展を目指して、平成 26年度に実施する
市制施行 60周年記念事業。市では、市民のみなさんとともに市制の節目を

祝おうと、同事業の企画段階から市民に参加いただき、
広くアイデアも募集し、内容の検討を進めてきました。

このほど応募いただいた中から、市制 60周年を効果的に PRする
ロゴマーク・キャッチフレーズと記念事業のアイデアを採択し、

そのアイデアなどに基づき実施する事業が決定しましたので、紹介します。

◉主な記念事業（平成２6年２月28日現在）

日程（予定） 事業（内容、市以外の主催者など）

平
成
26
年

４月６日 記念式典（式典・ミュージカル）

４月 記念切手の作成（日本郵便㈱）

５月10日 軽度認知障がい＆初期認知症講演会
（（公社）認知症の人と家族の会）

５月11日 市民まつりパレード
（市民まつり実行委員会）

５月18日 だんじりパレード
（60周年記念祝賀地車パレード実行委員会）

６月７日
モックルウオーク
（スタンプラリーなど、南海電鉄㈱・河内
長野ライオンズクラブ）

７月 まちライブラリー企画展示

８月10日
くろまろミュージカル
（（公財）文化振興財団・市民参加創作ミ
ュージカル上演実行委員会）

８月26日 夏季巡回NHKラジオ体操

10月13日 （仮称）市制60周年くろまろ没後 1360 年
記念シンポジウム

11月１日 古典の普及啓発

11月

高向玄理公顕彰碑建立（高向玄理公顕彰会）

テラコッタドールコンテスト
（地域活性・交流拠点整備オープニング
セレモニー）
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１月25日 防災講演会「災害と市民防災」

１月31日 市政アドバイザーサミット

２月８日 NHK公開番組「みんなDEどーもくん！」

随時 ポスターの掲示（風の湯河内長野店）

未定
文化財の巡回展示

教育のまちをテーマにしたパネル展示

※内容など詳しくは今後の広報紙などでお知らせします。
※各事業実施時には周辺道路の混雑が予想されますが、ご理解と
ご協力をお願いします。

スタンプウオークラリーの実施
奥河内のおすすめスポットにスタンプポイントを設け、
観光事業を実施する。
提案者　川上勝さん（木戸西町）

テラコッタドールコンテストの実施
市のブランドイメージを高めるテラコッタドールの普及
とその多様化を推進するため、コンテストを実施する。
提案者　竹田義さん（府立花の文化園園長）

文化財の巡回展示
歴史を振り返ることができる文化財に多くの人が触れる
機会を設けるため、市内の各地域で巡回展を実施する。
提案者　道簱悦子さん（菊水町）

教育のまちをテーマにしたパネル展示
「教育立市のまち」の取り組みなどをパネルにして紹介する。
提案者　江角安夫さん（千代田台町）

【教育立市宣言】
◎私たちは、未来の宝として、学ぶ意欲に富み、
心やさしくたくましい子どもたちを育てます。
◎私たちは、人を大切にする人権感覚の豊かな子
どもたちを育てます。
◎私たちは、家庭の力、地域の力、学校の力など、
市民の力のつながりを大切にし、市の未来を担う
人となります。
◎私たちは、わがまち河内長野の伝統や文化を大
切にし、ふるさとや地域を愛する市民となります。
◎私たちは、豊かな学びの場のもとに、生涯にわ
たって学び続け、自らの人生を充実させるととも
に、学びの成果を活かして社会に貢献します。

■写真・資料などの提供者（順不同）
足立弥生さん（荘園町）、宇都宮守さん（北貴望ケ丘）
柿沼道惠さん（千代田南町）、阪野泰子さん（三日市町）
谷口和代さん（栄町）、橋本亨さん（小山田町）
松林妙子さん（錦町）、松本弘さん（富田林市）
南悦子さん（野作町）、山内淳男さん（北青葉台）

山本千栄子さん（西之山町）、吉川恵美子さん（西之山町）

記念誌の発行にあたり
多くのみなさんにご協力いただきました。

ありがとうございました。


